
令和７年度東京湾
環境一斉調査結果

■東京湾環境一斉調査とは？
東京湾環境一斉調査は、東京湾の環境に興味や関

心を抱いてもらうことを目的として、水質調査、生
物調査、環境啓発活動等を行っており、毎年多くの
方々にご参加いただいております。詳しい調査結果
等は下記ホームページにて公表していますので、是
非ご覧ください。

■調査報告書の入手方法
東京湾環境一斉調査HPから
ダウンロードできます。
検索ワード：東京湾環境一斉調査

■調査データの入手方法
東京湾環境情報センターHPの
「実データのダウンロード」から
ダウンロードできます。

■水質調査
令和７年度の水質調査は、8月６日（水）を基準日

とし、基準日を中心に海域及び陸域（河川）において
水質調査を実施しました。調査には、企業や市民団体、
大学、国及び地方自治体等、157機関が参加しました。
調査地点数は海域が332地点、陸域が435地点で、合
計767地点でした。
【実施項目】
海域：水温、塩分、溶存酸素量（DO）、化学的酸素
   要求量（COD）、透明度
陸域：水温、流量、溶存酸素量（DO）、化学的酸素
   要求量（COD）、透視度
【結果概要】

溶存酸素量（DO）に関する調査では、今年も東京
湾奥部の底層において、およそ3.0 mg/Lを下回る値
が広域にわたり検出されました。

令和７年8月5日～７日の底層（海底面上１ ｍ）の平均溶存酸素量（DO）

下町浄化センター
13.79(万㎥/日)

北部第二水再生センター
19.06(万㎥/日)

入江崎水処理センター
31.86(万㎥/日)

森ヶ崎水再生センター西、東
計154.00(万㎥/日)

葛西水再生センター
51.00(万㎥/日)

高瀬下水処理場
15.30(万㎥/日)

津田沼浄化センター
7.42(万㎥/日)

花見川第二終末処理場
35.56(万㎥/日)

松ヶ島終末処理場
5.32(万㎥/日)

袖ヶ浦終末処理場
2.16(万㎥/日)

木更津下水処理場
5.70(万㎥/日)

君津富津終末処理場
4.36(万㎥/日)

千葉市南部浄化センター
24.66(万㎥/日)

東部浄化センター
1.07(万㎥/日)

江戸川第一終末処理場
9.00(万㎥/日)

■調査時の気象・海象
水質調査の基準日（8月6日）は、東京湾周辺の各観

測所で平均気温は 30 ℃を超え、降水量は 0 mm/日
でした。日射時間は東京と千葉で10時間、横浜で12
時間程度でした。また、当日は南方向～東方向から 5 
m/s前後の風が吹いていました。

【水質調査データ提供機関】＜企業＞AGC株式会社 AGC横浜テクニカルセンター、DIC株式会社 千葉工場、DM三井製糖株式会社 千葉工場、ENEOS株式会社 根岸製油所、ENEOS株式会社川崎製油所、JFEスチール株式会社、JFE鋼板株式会社千葉製造所、JFEスチール株式会社東日本製鉄所(京浜地区)、JNC石油化学株式会社、曙ブレーキ岩槻製造株式会社、旭化成株式会社製造統括本部 川崎製造所、味の素株式会社川崎事業所、アルバック成膜株式会社、いであ株式会社、出光興産株式会社、エア・ウォーター・パフォーマンスケミカル株式会社、株式会社J-オイルミルズ千葉工場、株式会社環境テクノ、
株式会社キミカ、株式会社SUMCO、株式会社東芝 横浜事業所、株式会社日本触媒川崎製造所浮島工場、株式会社日本触媒川崎製造所千鳥工場、株式会社日立製作所中央研究所、株式会社プロテリアル 熊谷磁材工場、株式会社横浜八景島、株式会社レゾナック 基礎化学品事業部 川崎事業所、株式会社レゾナック 秩父事業所、株式会社レゾナック千葉事業所、株式会社レゾナック横浜事業所、株式会社ロッテ浦和工場、川口薬品株式会社浦和事業所、キッコーマン食品株式会社野田工場製造第1部、キッコーマン食品株式会社野田工場製造第2部、キッコーマン食品株式会社野田工場製造第3部、
麒麟麦酒株式会社 横浜工場、グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社千葉工場、京葉ユーティリティ株式会社、コアレックス三栄 株式会社、新東日本製糖株式会社、住友化学株式会社 千葉工場(袖ケ浦地区)、セイコーインスツル株式会社 高塚事業所、セントラル硝子株式会社宇部工場川崎製造所、ダイワ化成株式会社、太平洋製糖株式会社、宝酒造松戸工場、電源開発株式会社 磯子火力発電所、東亜建設工業株式会社、東亞合成株式会社川崎工場、東亞合成株式会社 横浜工場、東亜石油株式会社、東京ガス株式会社 袖ケ浦LNG基地、東京ガス株式会社 扇島LNG基地、東京ガス株式会社根岸LNG基地、
東芝エネルギーシステムズ株式会社 浜川崎工場、東芝プラントシステム株式会社 川崎事業所、東洋水産株式会社埼玉工場、流山キッコーマン株式会社、日油株式会社 川崎事業所、日産自動車株式会社 横浜工場、日本冶金工業株式会社、日産自動車株式会社 本牧専用埠頭、日本ゼオン株式会社川崎イノベーションフロンティアポート川崎工場、日本製鉄株式会社 技術開発本部、日本製鉄株式会社 東日本製鉄所君津地区、日本製紙クレシア株式会社 東京工場、日本乳化剤株式会社川崎工場、復建調査設計株式会社 東京支社、三井化学株式会社市原工場、三菱ケミカル株式会社関東事業所、
森永乳業株式会社東京多摩工場、雪印メグミルク株式会社野田工場 ＜市民団体＞ NIPPON EXPRESS ホールディングス株式会社/ヴォース・ニッポン、NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会 ＜教育・研究機関＞ 公益財団法人 日本海事科学振興財団船の科学館 ＜その他＞ 一般社団法人 埼玉県環境計量協議会、水辺のクリエーターズ ＜地方公共団体＞ 坂戸、鶴ヶ島下水道組合、板橋区 資源環境部 環境政策課 自然環境保全係、市川市 下水道部 河川・下水道管理課、市川市 生活環境保全課、市野川浄化センター、市原市 環境部 環境管理課、市原市 上下水道部 下水道施設課、印旛沼下水道事務所、
浦安市 環境部 環境保全課、江戸川下水道事務所、大田区 資源環境部 環境政策課、春日部市 環境経済部 環境政策課、神奈川県 環境課 水環境グループ、神奈川県水産技術センター、川口市 環境部 環境保全課、川越市 環境部 環境対策課、川崎市 環境局 環境対策部 環境保全課、川崎市 上下水道局 下水道部 下水道水質課、木更津市 環境部 環境政策課、木更津市 都市整備部 下水道推進室、北区 生活環境部 環境課 環境規制調査係、君津市 経済環境部 環境保全課、君津富津広域下水道組合、熊谷市 環境政策課、熊谷市 上下水道部 下水道課、毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合、高坂浄化センター、
江東区 環境清掃部 環境保全課調査係、越谷市 環境経済部 環境政策課、埼玉県 荒川右岸下水道事務所、埼玉県 荒川左岸南部下水道事務所、埼玉県 荒川左岸北部下水道事務所、埼玉県 環境部 水環境課、埼玉県 下水道事業課、埼玉県 中川下水道事務所、さいたま市 環境科学課、さいたま市 下水道維持管理課、狭山市 環境経済部環境課、草加市 市民生活部環境課、袖ケ浦市 環境管理課、袖ケ浦市 都市建設部 下水道課、館山市建設環境部環境課 環境課、館山市 建設環境部 下水道課、秩父市 環境部 下水道センター、千葉県 環境生活部 水質保全課、千葉県 水産総合研究センター 東京湾漁業研究所、
千葉市 環境規制課、千葉市 中央浄化センター、千葉市 南部浄化センター、中央区 環境土木部 環境課、東京都 環境局 自然環境部 水環境課 東京湾担当、東京都 下水道局 計画調整部 事業調整課、東京都 下水道局 流域下水道本部 技術部 計画課、所沢市 環境対策課、習志野市 企業局、習志野市 都市環境部 環境政策課、西東京市 みどり環境部 環境政策課、八王子市 環境部 環境保全課、日高市 上・下水道部 下水道課、富津市 市民部 環境保全課、船橋市 環境部 環境保全課、船橋市 下水道部 下水道施設課、町田市 下水道部 水再生センター、松戸市 金ケ作終末処理場、松戸市 環境部 環境保全課、
松戸市 建設部 下水道維持課、三浦市 上下水道部 下水道課、港区 環境リサイクル支援部 環境課 環境指導アセスメント係、横須賀市 環境保全課、横須賀市 上下水道局、横浜市 下水道河川局水質課、横浜市 港湾局、横浜市 みどり環境局 ＜国＞ 関東地方整備局 荒川下流河川事務所、関東地方整備局 荒川上流河川事務所、関東地方整備局 江戸川河川事務所、関東地方整備局 京浜河川事務所、関東地方整備局 京浜港湾事務所、関東地方整備局 東京空港整備事務所、関東地方整備局 東京湾口航路事務所、関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所 【生物調査データ提供機関】浦安市三番瀬環境観察館、
大田区環境マイスターの会、東京都板橋区、国土交通省関東地方整備局 東京空港整備事務所、横浜港湾空港技術調査事務所 江戸前アサリわくわく調査、横浜港湾空港技術調査事務所 生物観察会、横浜市港湾局、京浜港湾事務所、東京都環境局自然環境部水環境課【東京湾生物情報とりまとめ参加機関】海をつくる会、浦安水辺の会、行徳自然ほごくらぶ、東京港水中生物研究会、東京湾再生官民連携フォーラム多摩川PT、ふなばし三番瀬環境学習館、浦安市三番瀬環境観察館、江戸川区子ども未来館、生態教育センター、多摩川干潟ネットワークだいし水辺の楽校、大田区環境マイスターの会、東京港野鳥公園
【環境啓発活動等イベント実施機関】旭化成株式会社 製造統括本部 川崎製造所 環境安全部、東京湾UMIプロジェクト参加企業、東京湾大感謝祭実行委員会、海辺つくり研究会、金沢八景－東京湾アマモ場再生会議、株式会社日本触媒 川崎製造所、日本製鉄株式会社 技術開発本部、横浜港湾空港技術調査事務所、東亞合成株式会社 川崎工場

鶴 見 川

■今年度の測定結果の注目点

西浦下水処理場
8.10(万㎥/日)

欄外

江戸川第二終末処理場
46.40(万㎥/日)

【凡例】
  ：環境一斉調査 調査点
  ：下水処理施設※

  ※数字は、下水処理能力 (万㎥/日)

  ：河川
  ：干潟

花見川終末処理場
36.98(万㎥/日)

千葉市中央浄化センター
9.41(万㎥/日)

＜水温上昇の進行＞5年前からの底層水温の結果を並べて見ると、沿岸付近
での水温上昇が湾全体に広がっているように見えます。こうした高水温化の
状況は、環境省の広域総合調査や、自治体の水質データなどにも表れており、
平成27（2015）年位からの傾向ではないかと推察されています。

【1】船橋市航路出口付近では、7月10日に青潮が一部で確認されたものの、生物
のへい死は見られず、ハゼやコチが酸素を得るために水面に口を出して泳ぐ「鼻上
げ」が観察されました。

■東京湾確認生物2025年「青の潮り」
東京湾生物情報とりまとめおせっ会によるベントス（底生生物）とネクトン

（魚類など遊泳生物）の確認生物調査が実施されています（裏面参照）。令和７
年度からはこうした生物に大きな影響を与えると考えられる「青潮」について、
その生物への影響の観察記録を「青の潮リ」として、情報を収集しました。

以下に概要を示す通り、船橋市航路出口付近、三番瀬・境川付近、ふなばし三
番瀬海浜公園地先での3ヶ所からの観察結果が報告されました。

（東京湾生物情報とりまとめおせっ会）

【1】7月10日 船橋航路出口付近で
  みられたハゼ・コチの鼻上げ

【2】8月2日 浦安市境川河口に向かって
  列を成して泳ぐマハゼたち

【2】三番瀬・境川付近では、5/28、
7/19、7/30、8/2の4回の青潮が確認
されましたが、8/2の青潮が最も大規
模で、浦安市海岸の全域を覆うような
青潮が観察され、多くの衰弱した魚介
が確認されました。
【3】ふなばし三番瀬海浜公園地先で
は、8/31にへい死したフグ類が漂着し、
その回収量は約340 kgでした。

このように、青潮による生物の衰弱、
へい死が確認されている状況であり、
引き続き、観察を続けていく必要があ
ります。

【3】8月31日 ふなばし三番瀬海浜公園
  地先に漂着したフグ類

多摩川

荒川 江戸川

■生物調査
令和7年度の生物調査では、東京湾内の干潟を調査する「干潟調査」は4団体

で3地点、「その他の調査」は5団体からの報告を頂きました。「干潟調査」で
は18綱105種の生物が確認されました。

「干潟調査」の実施地点

出典：海洋状況表示システム （https://www.msil.go.jp）国土地理院(GSI)

「その他の調査」の実施地点

凡例
● 国交省関東地整（底生生物）
● 国交省関東地整（水生生物）
● 東京都環境局（プランクトン）
● 東京都環境局（内湾・干潟等）
● 東京都板橋区
● 横浜市港湾局

芝浦水再生センター本系、東系
計85.00(万㎥/日)

水質観測基準日（8月6日）前後1週間の気象・海象

水温（℃）

15以下

20

25

30より高い

隅田川

砂町水再生センター
65.80(万㎥/日)

＜貧酸素化の解消？＞今年は貧酸素の度合い
が弱く、一部、湾奥部に貧酸素化が解消され
ている領域（左図、赤枠）があるように見え
ます。これは、下・右図に示されるように、
貧酸素水塊が底層付近のみに発生しているこ

とを反映したもので、貧
酸素化が解消されている
わけでは無いようです。

有明水再生センター
12.00(万㎥/日)
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追浜浄化センター
1.35(万㎥/日)

神奈川水再生センター
28.07(万㎥/日)

南部水再生センター
19.42(万㎥/日)

金沢水再生センター
22.19(万㎥/日)

中部水再生センター
9.09(万㎥/日)

■沿岸環境・生態系デジタルツインPJ

我が国の沿岸域の環境は、水質改善は進んだものの、生
態系の回復には至っておりません。湾全体の保全・再生の
ために、個々の取組みの効果や価値を評価し、分かりやす
く伝えることが必要です。

環境省・（独）環境再生保全機構の環境研究総合推進費

プロジェクトの構成

テーマ１デジタルツインの開発と実践

統合モデル 市民
参画

見える化

テーマ３循環・輸送モデル

テーマ２生物観測・データ集積

テーマ４生態系モデル

データ収集
基盤データをモデル開
発に提供

流れや循環
基盤データをモデル
開発に提供

生き物
場 (自然共生サイト等)～湾の研究

地
域
の
取
組
み

活用実践

ニーズ

S-23「沿岸環境・生態系の統合的管理の
ためのデジタルツインプラットフォーム
の構築」では、様々な人間活動や自然変
動が沿岸環境・生態系に及ぼす影響を予
測し、その結果をバーチャル空間上で可
視化するデジタルツインを開発します。

デジタルツインは、市民・企業・行政
等が立場を超えて理解や議論を深めるコ
ミュニケーションツールとなることが期
待されています。

プロジェクト
のWebサイト

小櫃川
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